
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

I. 総括研究報告 

 



 
 

厚生労働行政推進調査事業費補助金 

（食品の安全確保推進研究事業） 

 
食品中の放射性物質濃度の基準値に対する影響に関する研究 

主任研究報告書 

 
研究代表者 明石 真言 （量子科学技術研究開発機構） 

研究要旨 

 平成 23 年 3 月の東京電力福島第一原子力発電所（FDNPS, Fukushima Daiichi Nuclear 

Power Station）事故により食品の摂取による内部被ばくが懸念された。厚生労働省は平成 24

年 4 月以降、介入線量レベルを年間 1mSv として、新たな基準値を適用している。これは放射

性セシウム(Cs)濃度について基準値を設定し、その他の核種については、原子力安全・保安

院（当時）が公表した放出量試算値のリストに掲載された核種のうち、半減期が１年以上である

ストロンチウム-90(90Sr)、ルテニウム-106(106Ru)、プルトニウム-238(238Pu)、プルトニウム-

239(239Pu)、プルトニウム-240(240Pu）およびプルトニウム-241(241Pu)を評価対象核種として、放

射性 Cs との濃度比を推定することにより、その線量への寄与を考慮している。また、その他の

核種は、モニタリング結果や核分裂収率、物理的半減期等から、放射性 Cs に比べて線量寄

与が無視し得る程十分に小さいと考えられ、評価対象核種には含まれていない。濃度基準値

の妥当性を評価するためには、食品について、内部被ばくに対する核種の寄与率の状況を把

握する必要がある。 

 本研究では食品（農水産物等）中の放射性 Cs とその他の長半減期放射性核種濃度の変化

について調査を行い、基準値作成に用いられた濃度比との比較や食品の摂取に起因する内

部被ばく線量に対する放射性 Cs の寄与率の推定から、食品中の放射性 Cs 濃度基準値の妥

当性の検証を行うこととした。 

 営農再開地域における農作物中の放射性物質の濃度測定を行い、これまでに求めたデータ

と比較すると共に、全国のモニタリング結果と比較・検証した。また福島県内で養殖され、市場

流通する水産物を入手し、これら水産物の放射性物質濃度と安定元素の測定を行い、これら

の結果により、水産物に対する基準値導出における推定方法も妥当であることが示唆された。

福島県産品の食品（農産物および水産物）の放射性 Cs 濃度および 90Sr 濃度を用いて内部被

ばく線量評価を試みた結果、いずれについても介入線量レベルとして設定された年間１mSv よ

りも極めて低い値であり、現行の基準値によって食品中の放射性物質について安全性が十分

に確保されていることを確認した。また食品中放射性物質濃度等に関する知見の評価検討の

ための基礎資料について取りまとめも行った。 
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A.研究目的 

  平成 23 年 3 月の東京電力福島第一原子力発

電所(FDNPS)事故により食品の摂取による内部被

ばくが懸念された。厚生労働省は平成 24 年 4 月

以降、介入線量レベルを年間 1mSv として導出さ

れた新たな基準値を適用した。新たな基準値の導

出においては、放射性セシウム(Cs)濃度について

基準値を設定し、その他の核種については、原子

力安全・保安院（当時）が 2011 年 6 月に公表した

放出量試算値のリストに掲載された核種のうち、半

減期が１年以上であるストロンチウム-90 (90Sr)、ル

テニウム-106 (106Ru)、プルトニウム-238 (238Pu)、プル

トニウム-239 (239Pu)、プルトニウム-240 (240Pu）およ

びプルトニウム-241 (241Pu)を評価対象核種として、

放射性 Cs との濃度比を推定することにより、その

線量への寄与を考慮している。また、これらの評価

対象核種以外は、モニタリング結果や核分裂収率、

物理的半減期等から、放射性 Csに比べて線量の

寄与が無視し得る程十分に小さいと考えられ、評

価対象核種には含まれていない。 

  内部被ばく線量に対する放射性 Csおよびその

他の核種の寄与率は、環境モニタリングによる土

壌中放射性核種濃度や、これまでの環境移行パ

ラメータによって推定されており、その評価は十分

安全側と考えられるが、実際に食品中濃度を測定

した結果に基づくものではない。そのため、食品に

ついて測定および評価を行い、内部被ばくに対す

る主要核種の寄与率の状況を把握する必要があ

る。 

 本研究では食品（農水産物等）中の放射性Csお

よびその他の長半減期放射性核種の濃度変化に

ついて調査を行い、基準値作成に用いられた濃

度比との比較や食品の摂取に起因する内部被ば

く線量に対する放射性Csの寄与率の推定から、

介入線量を年間1mSvとした食品中の放射性Cs濃

度基準値の妥当性の検証および食品中に含まれ

る放射性物質の濃度等に関する科学的知見の集

約を行うことを目的とした。 

	

B. 研究方法 

1. 営農再開地域における農作物中の放射性物

質の濃度測定に関する研究 

  FDNPS の周辺でも営農再開地域が徐々に増

加しているため、福島県内においては作物中放

射性核種濃度に関して住民の不安は徐々に解消

されているが、全国的にはまだ充分に不安解消に

は至っていない。特に、FDNPS 周辺の浜通りでは

帰還困難区域の解除に至ったものの、未だに市

場流通として出荷できずにいる地域も多い。その

ため、主に福島県で人口が最も多いいわき市に

おいて、市場流通している作物中放射性核種濃

度を測定し、充分に基準値を下回っていることを

示す必要がある。その際、放射性 Cs のみならず、

ガンマ線測定によるモニタリングで結果を出せな

い90Sr濃度についても示す必要がある。平成29年

度は、いわき市から市場流通作物を購入し、農作

物中の放射性 Cs 濃度と 90Sr 濃度を求め、住民の

安心・安全の醸成に資するための研究を行った。 

 

2. 食品中の放射性核種濃度等に関する研究  



 
 

 福島県内で養殖、調理加工され、市場に流通す

る水産物とした。福島県内水面試験場の協力を得

て情報収集を行い、平成 30 年１月に福島県の養

殖業者から購入し、放射性物質と安定元素の測

定を行った。 

 

3. 内部被ばく線量に対する放射性Csの寄与率等

の推定 

  平成28〜29年度における放射性Csおよび 90Sr

による内部被ばく線量を推定するために、「１．営

農再開地域における農作物中の放射性物質の濃

度測定に関する研究」で測定した農作物中放射

性Cs濃度および 90Sr濃度、および平成28年度の

海産物中放射性 Cs 濃度を用いた。放射性 Cs に

よる内部被ばく線量の推定は、全ての食品がこの

農作物や水産物に相当すると仮定する極めて保

守的な方法と、安定カリウム（K）の摂取量を用いる

方法で評価を実施した。90Sr による内部被ばく線

量の推定は、安定カルシウム(Ca) の摂取量を用

いる方法で評価を実施した。これらの内部被ばく

線量の評価結果と介入線量レベルを比較検討し

た。 

 

4. 食品中放射性物質濃度等に関する知見の評

価検討 

 EU における食品中の放射性物質の規制値等の

設定変更の背景や、FDNPS 事故後の食品モニタ

リングデータを使用して算出された内部被ばくに

関連する文献調査を行った。 

 

C.研究成果 

1. 営農再開地域における農作物中の放射性物

質の濃度測定に関する研究 

  浜通りいわき市内の圃場で栽培され、市場流通

していた作物中放射性 Cs 平均濃度は、0.78 ± 

1.69 （検出限界値以下～6.6 、n=27）Bq/kg-生重

量であり、基準値を下回り、一般的なモニタリング

では検出できないほど低濃度になっていることが

明らかになった。一方で、基準値は下回ったが、

ブルーベリー、ビワおよびミョウガでそれぞれ 6.6、

2.8 および 3.3 Bq/kg-生重量であった。また、134Cs

は時間経過に伴い物理的半減期（2.1 年）で減衰

し、134Cs/137Cs濃度比は 0.13 まで減少した。いわき

市における作物中 90Sr 濃度は、0.019 ± 0.017 

（0.0050～0.059、n=10）Bq/kg-生重量であり、平成

27年度および平成28年度の報告にあるように、福

島県を除く全国農作物中 90Sr 濃度モニタリング結

果と同様な範囲にあった。 

 

2. 食品中の放射性核種濃度等に関する研究   

養殖鯉可食部中の 134Cs 濃度範囲（Bq/kg-生重量）

は 0.12-0.31（n=4）であった。137Cs 濃度範囲

（Bq/kg-生重量）は、可食部で 1.2-2.6（n=4）、アラ

部で 0.12-0.19 （n=3）および内臓部で 0.3-0.8（n=4）

であった。134Cs と 137Cs が検出された可食部とアラ

部（１検体）の 134Cs /137Cs 放射能濃度比は 0.11-

0.12で、これはFDNPS事故由来であった。内臓部

では 137Cs濃度が低いために、この137Cs がFDNPS

事故由来か判断することはできなかった。アラ部

の高い 137Cs 濃度は周辺環境からの影響と考えら

れる。137Cs 濃度および 40K 濃度は、アラ部(１検体

を除き)や内臓に比べて可食部で高い傾向を示し

た。これはアラ部には有機物よりも骨格部分が多

いため灰試料中にCaが残ったことが要因と考えら

れる。 

 

3. 内部被ばく線量に対する放射性Csの寄与率等



 
 

の推定 

 平成 28年度採取試料（農水産物）の濃度から推

定した放射性 Cs による、極めて保守的な方法を

用いた内部被ばく線量の評価結果は、19 歳以上

（男子）と 19 歳以上（女子）でそれぞれ 0.0064mSv

および 0.0052mSv であり、介入線量レベルである

年間 1 mSv を大幅に下回っていた。安定カリウム

（K）の摂取量を用いる方法で評価した結果は

0.003-0.007mSv であった。また、90Sr による内部被

ばく線量の推定について、安定 Ca の摂取量を用

いる方法で評価した結果は、19 才以下の年齢カ

テ ゴ リ ー で は 0.0011-0.0013mSv 、 成 人 で は

0.001mSv 以下であった。 

 

4. 食品中放射性物質濃度等に関する知見の評

価検討 

EUにおける食品中の放射性物質の規制値(1987

年の制定と2016年の改定、一般食品、マイナーフ

ードの選定基準や基準設定根拠等)及びFDNPS

事故後の輸入食品等に関する規制値について、

内容をとりまとめた。また「FDNPS事故後の食品中

の放射性物質モニタリングデータを用いた内部被

ばく線量の推定に関連する研究論文」の収集と整

理を行った。 

 

D.考察 

1. 営農再開地域における農作物中の放射性物

質の濃度測定に関する研究 

福島県浜通りに位置し県内で最も人口の多い

いわき市で栽培され、市場流通している作物中放

射性Cs濃度は基準値を大きく下回り、他県と比較

しても同程度のレベルにまで低下していることを確

認した。 

いわき市の市場流通作物中 90Sr 濃度は、福島

県を除く全国調査の作物中 90Sr 濃度範囲内にあり、

農作物から検出された 90Sr 濃度は大気圏核実験

に由来する濃度と同程度であると考えられた。 

 

2. 食品中の放射性核種濃度等に関する研究 

  今回の試料から、食品中の放射性物質濃度

100Bq/kg-生重量の基準値を超える試料はなく、

採取した魚種の可食部については、134Cs 濃度は

検出下限値以下または検出下限値に近い濃度で

あった。各部位の生重量を加味した養殖鯉１匹あ

たりの放射性濃度を求めたところ、各部位ごとの

137Cs濃度および40K濃度範囲（Bq/kg-生重量）は、

0.5-8.5 と 56.1-62.7 であった。安定元素の Ca と Sr

濃度はアラ部で高い傾向にあった。K/Cs と Ca/Sr

濃度比は部位や個体による大きな差は認められ

なかった。安定元素の濃度比を利用した濃度推

定が可能であることが示唆された。 

 

3. 内部被ばく線量に対する放射性Csの寄与率等

の推定 

「C.結果」において記載したように、農畜産物と

海産物の摂取に起因する放射性 Cs による、極め

て保守的な方法を用いた内部被ばく線量の評価

結果は、19歳以上（男子）と 19歳以上（女子）でそ

れぞれ 0.007mSv および 0.006mSv であり、介入線

量レベルである年間 1 mSv を大幅に下回っている

が、マーケットバスケット法による年間放射線量を

数倍上回っている。その理由として、マーケットバ

スケット調査の「その他の食品」の寄与よりも市場

希釈の効果が影響していると考えられる。 

  90Srによる内部被ばく線量の評価結果は、0.001 

mSv オーダーかそれ以下であったが、今回検出さ

れた 90Sr は大気圏核実験由来と考えられる。よっ

て、事故由来の 90Sr による被ばく線量はこの評価



 
 

結果よりも十分に低く、事故に起因する放射性 Cs

による被ばく線量と比べても十分に低いと考えら

れる。 

 

4. 食品中放射性物質濃度等に関する知見の評

価検討 

  EU における放射性物質規制基準の考え方と

FDNPS 事故対応における EU 食品規制基準にま

とめた。また「FDNPS 事故後の食品中の放射性物

質モニタリングデータを用いた内部被ばく線量の

推定に関連する研究論文」のうち、本評価検討の

ために抽出された 69 編より 35 件については概要

を取りまとめ、さらに 15 編については詳細を取りま

とめた。被ばく線量の評価や推定法に関して比較

することができた。 

 

E.結論 

1. 営農再開地域における農作物中の放射性物

質の濃度測定に関する研究 

  本研究では、FDNPS 周辺の浜通り地域におい

て、主に人口の多いいわき市において栽培された

市場流通作物を採取し、放射性 Cs と 90Sr 濃度を

測定した。作物中放射性 Cs 濃度は全て基準値を

大きく下回り、一般的なモニタリングでは検出が困

難な程度まで減少した。また、いわき市の作物中

放射性 Cs 濃度は、FDNPS より北に位置する地域

より低い傾向にあった。作物中 90Sr 濃度も福島県

を除く全国調査の範囲内にあり、事故由来による

作物中 90Sr濃度の明らかな増加は認められなかっ

た。 

 

2. 食品中の放射性核種濃度等に関する研究 

  福島県内の養殖鯉中の放射性Cs、40K および

安定元素濃度を測定した。養殖鯉 1 匹中の放射

性 Cs 濃度は、0.5-8.5 Bq/kg-生重量の濃度範囲

であり、基準値を超えた試料はなく、本事故による

影響は確認できなかった。 

 

3. 内部被ばく線量に対する放射性Csの寄与率等

の推定 

 平成 29 年度に採取された農産物中放射性 Cs

濃度、90Sr濃度および安定元素濃度を用いて年間

内部被ばく線量を試算した結果、極めて保守的な

仮定（過去の大気中核実験等のフォールアウトに

よる 90Sr の寄与を含める）であっても、介入線量レ

ベルである年間 1 mSv を大幅に下回っていた。 

なお、食品中放射性 Cs 濃度や 90Sr 濃度と安定

元素濃度の比はばらつきが大きいため、より精度

の高い推定を行うためには、試料数を増やして放

射性物質濃度と安定元素濃度の関連性について

評価解析を実施するなど、より詳細な検討が必要

と考えられる。 

 

4. 食品中放射性物質濃度等に関する知見の評

価検討 

 EU における食品中の放射性物質の規制値等の

考え方と FDNPS 事故対応後の規制値の見直しに

ついて資料を作成し、および「FDNPS 事故後の食

品中の放射性物質モニタリングデータを用いた内

部被ばく線量の推定に関連する研究論文」の情

報収集と内容の整理を行い、資料集「食品中の放

射性物質の規制値の見直しや被ばく線量の推定

等に関する文献調査」を作成した。 
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